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DavisonおよびWil1aman(!)，Wほ泌円 Kraghtめなど， Erwinia属のペクチツー ポリガラチユ
ロナー ゼ (PG)仁ついてはかなり多くの研究が行われている.Woodの報告によれば Er.aroideae 
は合成培養基仁おいて， methoxyl含有量の多いペクチツ溶液の粘度を demethoxylationを
経ず仁念速に下降させるけれEも還元糖は生成しない酵素を生成する.Kraghtは旺盛な繁殖を示
している Er.carotovoraの培養液には生成するガラクチユ口ン酸が消費されるために PGは認め
にくいこと，また PGの生成は適応的であると述べている. 藤井刊}は Er.aroideae仁おいて，
phosphorolysisのような加水分解を経ないペクチンの分解過程を想像してひる.著者らはPGの適
応の問題を解明する目的でまや ErwiniaのPGの産生に及ぼす無機塩類の彰響などについて実
験した.
1培養日数と酵素の生成
供試菌株，倉敷市四十瀬の畑地で採集した大根の腐敗都から分離した. 本菌株は穐萄糖，
熊糖噌養基からガスを発生しなく，署長夫精饗で色、棄を生成しない.したがって Er.aroideaeに属
する.
培養基の組成および培養条件，ペクチツ酸またはグルコー ズ1%， (NH.)zHP04 0.41 %， Naz 
HPO.2HzO 0.25%， KHzPO.0.20%， MgSo.加ρ0.05%，NaOHでpH7.0仁調節し
印ccのエルレツマイヤー フラスコに 10mlを加え， 常法の遁り殺菌した. これに馬鈴薯汗寒天培
養から一白金耳を接間し， 270Cで静置培養した.
精養液の潤濁度および酵素カ価の測定，培養液を10傍に稀釈し， Beckmanの光電分光光
度計(液相， 10mm，波長， 菌体を除。た埼養液仁よる光の吸牧が蒸溜水と変らない 82伽nμ〉
で潤濁度を測定した.
ペクチソのような高分子化合物に対しては多くの場合数種の酵素が産生されるため仁佃kの酵素
の産生条件にって当然研究を行わなければならない. Erwiniaの場合では酵素の種類が分らず，
PG力価を別 k仁測定する方法もないので，その産生条件はまだ研究の対照とはならないかもしれな
い.しかし Er.aroideaeの埼養液の酵素作用は液化型であって，液化糖化の両作用の比は条件
仁よってあまり差がないようであるので〈この点は弐報で触れたい)， 糖化力の差異だけを比較した.
NaOHでpH7.0仁調節した2%ペクチン酸溶液0.5ml，pH 7.0のN/10phosphate buffer 
0.2仇nlおよび 0.2mNaF 0.17ml，水0.85ml，酵素液0.28ml，グルコーズを炭素源に用い
たものは 0.2mNaF 0.14ml，水0.58ml，酵素液O.55mlを350Cで作用させ， PG力価を
WilJstatter， Schudel法で還元力を測定し反応液2mlの1βoNIz消費量の増加 (ml)で
表わした. 酵素液は培養液を5000回で15分間遠心分離し，上澄液を NaOHまたは HClで
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pH 7.0に補亙し， O'.2m NaF溶液を1/10容量加えたものを用いた.NaFは酵素液の中に徴
量仁残る薗体によってガラクチユ口γ酸が消費されるのを防色また PGの作用に間容のない量を選
んだ.第1....2表に実験結果を示した.
第 表 第 2 表
c.sourceをgIucoseとしたときのPGの生成 c.sourωをpectin酸としたときのPGの生成
堵餐時間 pH 吸光度 1/50 Nlz消費量 主音養時間 pH 吸光度 1/50 NI2消費量
22 6.2 0.124 0.29 22 6.5 0.075 0.55 
46 6.3 0.137 0.22 46 6.6 0.115 0.61 
70 6.. 0.137 0.27 70 6.8 0.116 0.81 
94 6.5 0.140 0.28 94 7.0 0.145 0.56 
]]8 6.6 0.149 0.27 118 7.2 0.1臼 0.55 
グルコー ズの場合は22時間までに念速仁増殖し以後はあまり菌体数は増さない.PGカ価も 22
祉S.で既に最大であった.ペクチン酸の場合は初め増殖は遅れるが 46hrs.ではグルコー ズとほぼ同
程度に繁殖した.酵素カは 70祉'5.で最高となり以後減少した.本菌株の PGはかなり基質に対
する適応性が大きいようである.
2空気の供給
好気あるいは嫌気般態での酵素の産生を見るため容器を色々変えて培養した. 常養液の組成液
量は第2表の場合と同じ仁し，培養時間は第2衰の結果から 70hrs.とした.実験結果は第3表
の語りであった.
第 3表 空 気 の 影 響
容 器 の 種 類 波面の直径液の深さ pH 吸光度 1/50 NI， 
gn 6編 浪費量k
=Jレレンマイヤ F アラ;c.::l 20以コC 7.0 0.4 7.2 0.178 0.57 
" 100cコ巴 5.9 0.6 7.0 0.141 0.77 
1/ 50cc 4.8 0.7 6.8 0.130 0.95 
1/ 3伐コ巴 3.7 1.1 6.6 0.116 0.87 
試 験 管 1.5 6.3 6.2 0.055 0.72 
好気的な扶態ほど培養液のpHはアルカリ側に傾き，酵素の産生は少なし、.幅本ら(めは Bac.
amyloliquefaciens Fukumotoの洗瀧菌体を用。，アミラー ゼの産生には呼吸が必要であること
を認めた.西沢ら川は Irpexセ)[iラー ゼは anaerobicの般態の方が aerobicの昧態のときより
酵素産生に幾分好適であるが， アミラー ゼの産生は anaerobeの方が箸しくおさえられると述べて
いる.ErwiniaのPGの産生と呼吸の関係について失報で今少し詳細に検討したい.
3 pHの影響
培養液の初めの pHと問の産生についつ調べた精巣は第4表および第5衰の遁りであった.
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培養液はペクチヅ酸i%， (N14)2HPO， 0.41% K2SO， 0.15%， MgSO，7H200.05%を加
え， Na2HPO，. NaH2PO，. HsPO，. NaOHでpHおよび phosphateの給量 (0.837m)を調
節した.
PGの産生は pH6.8附近が最適でアルカリ仁傾くと増殖はよろしいが酵素カ価は減る. 第5
表からアルカリ側では酵素は酸性側のときより早く減少するようである.
第 4 表 pH の影響 C1) 
初めのpH 培養後のpH 吸光度 1/50 Nh消費量
5.0 5.0 0.027 0.03 
5.6 5.5 0.071 0.17 
6.1 6.1 0.075 0.25 
6.4 6.4 0.101 0.32 
6.5 6.5 0.112 0.49 
6.6 6.6 0.120 0.64 
6.7 6.7 0.129 0.70 
6.8 6.8 0.127 0.72 
6.9 6.8 0.152 0.72 
7.1 6.9 0.152 0.68 
7.5 7.0 0.161 O.臼
7.6 7.2 0.183 0.61 
8.0 7.4 0.192 0.53 
第 5表 pH の 影 響く2)
初めのpH 培養時間 pH 吸光度 1/50 Nh消費量
35 6.4 0.109 0.64 
6.7 
70 6.6 0.119 0.82 
35 6.8 0.122 0.72 
7.5 
70 7.0 0.174 0.70 
4アツモニュー ム塩の濃度
ペクチン酸1%， Na2HPO，2H20 0.85%， NaHzPO，0.20%， MgSO，7H20 0.05μおよ
び (NH')2SO，を濃度を変えて加え培養液を調製した.実験結果は第6表の通りであった.
ペクチツ酸1%のとき (NH')2S0，の濃度は0.47%附近で最高となった.
NH，Cl， (NH，)iHPO" (NH')2S0" NaN03を各kNとして0.087%となるよう仁加え，なお
(NH')2HPO，添加の場合に相当する燐酸をNa2HPO，で補い pHを7.0仁した.その他の培養
基の組成は第6表の場合と同じ仁した.第7表仁結果を示した.
NaN仁泌を窒素源としたもの仁は繁殖しない.アツモニュー ム塩の間仁は差異がなかった.
5燐酸塩の濃度
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第6表 アンモニュー ム塩の濃度の影響 第7表無機雪量素の種署員左陀の生成
(濃N-，度') pH 吸光度 1/50NI2消費量 温類の種類 pH 吸光度 I/SQNI2消費量
0.025 7.0 0.138 0.66 N1I4Cl 6.6 0.122 0.74 
0.05 7.0 0.154 0.66 
(NH4)2HP04 6.8 0.147 0.76 
0.1 6.9 0.157 0.71 
0.2 6.9 0.132 0.28 
(NH4)2S04 6.7 0.151 0.76 
1.0 6.4 0.064 0.11 NaNOs 7.0 
ペクチツ酸1%， (NH4i2S04 0.47%， K2S04 0.15%， MgS04 7H20 0.05%およびNazHP04
NaH2P04を濃度を変え， pH 7.0となるように加えた培養基を用いた.
燐綬塩は0.01-0.02mでは繁殖が悪く PGの産生も少なし;'.
第 8表 燐酸塩の濃度の影響
tSmRS2 E pH .. 袋国E 1jSONIa消.
0.01 5.6 0.055 0.04 
0.02 6.7 0.087 0.17 
0.03 6.7 0.100 0.44 
0.05 6.7 0.145 1.64 
0.07 6.7 0.130 0.65 
6塩類の影響
第2表と同じ組成の培養基またはこれから MgS047H20 を除いたものに BaC03，CaC03， 
MnSO"， FeSO，を各々 0.05%加えた格養基を用い塩類の影響を調べた.1国独度はBa∞3
CaC03を加えたものは予め15∞回で2，. 3分間違心分離してから測定した.第9表仁実験結果
を示した.
第 9表 温 類 の 影 響
lJi類の種類 pH 吸光度 1/50 NI2消費量
6.8 0.161 0.64 
MgS04橋加 t!1 cM2BPeagcz邸coh3 s • 
7.0 0.186 0.53 
7.2 0.210 0.55 
6.9 0.153 0.44 
6.9 0.132 0.03 
6.9 0.028 0.08 
BaC03 7.0 0.023 0.05 
添加せずCaCQs 7.0 O.昭5 0.05 
MnSO~ 6.5 0.102 0.39 
FeS04 6.5 0.0ω 0.33 
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いずれも阻害的仁作用した. MgS04を加えなければほとんど鎖殖しないが MnS04FeS04を
加えてやれば増殖し PGを生成した.
0.05%のMgS047H20とMnSO"ZnSO，を徴量仁加えた場合は第10表のような結果どな
った.
第 10表 MnS04. ZnS04の影響
温掴置の濁楓 a也・民1 pH 11光- 1/50 NI， m質量
6.8 0.174 0.40 
MnS04} 1/1∞o 6.8 0.150 0.99 
1/5∞o 6.8 0.156 1.09 。 6.9 0.202 0.84 
6.8 0.187 0.66 
ZnS04 J 1/3000 6.8 0.144 0.73 
1/10∞o 6.8 0.140 0.73 。 6.8 0.143 o.曲
MnSO" Z凶04には特別な促進効果はなかった.
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